
日本早期認知症学会 

2015 年度代議員会・総会議事録 

 

 

Ⅰ．日 時：2015 年 10 月 11 日（日） 12：10 ～ 13：10 

Ⅱ．場 所：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター、A 会場（スノーホール 2F） 

〒950-0078 新潟県新潟市中央区万代島 6-1 TEL: 025-246-8400 

Ⅲ．登壇者：理事長  志村 孚城 

副理事長  金山 重明 

副理事長  奥山 惠理子（司会） 

第 16 回大会長 新井 弘之 

学会誌編集委員長 工藤 千秋 

監  事   小谷 洪司 

第 17 回大会長  小林 清市 

第 18 回大会長  石垣 泰則 

選挙管理委員  山崎 雅勇 

Ⅳ．出席者：日本早期認知症学会 会員 約 50 名 

 

Ⅴ．議 事：  

１．開会、理事長および第 16 回大会長挨拶 

（1）奥山副理事長が司会を務め、総会の開催を宣言した。 

続いて、恒例により議長を理事長が務めることが了承された。 

（2）理事長および第 16 回大会長の挨拶があった。 

２．2014 年度事業報告 ／議長 

2014 年度総会、臨時総会、臨時理事会、メール理事会、臨時代議員会説明。 

事業報告について、全会一致で承認された。 

３．2014 年度会計報告（資料 1） ／議長、小谷監事 

会計報告について、全会一致で承認された。 

４．2015 年度事業計画説明 ／議長 

（1）総会、理事会、代議員会、学術集会、県民公開講座 開催日程の説明。 

（2）認知症予防テキストブックは、新規会員にも無償配布する予定。 

事業計画について、全会一致で承認された。 

５．2015 年度予算計画説明（資料 2） ／議長 

予算計画について、全会一致で承認された。 

６．会員数について報告 ／議長 

（2014 年 9 月 1日～2015 年 8 月 31 日） 

（1）新入会者数： ６２名 

（2）退会者数： ２６名 

（3）会員数： ２７７名（2015 年 8 月 31 日時点） 

７．役員の退任、新規役員の就任について報告 ／議長 

（1）退任 

・佐藤 詔司 監事 

・金山 重明 副理事長、退任挨拶 

（2）就任  

・廣川 知志 新監事 

・浅川 毅 新理事、就任挨拶 



・石垣 泰則 新副理事長、就任挨拶 

・新井 平伊 新顧問 

・金山 重明 名誉理事 

退任・就任人事について、全会一致で承認された。 

８．会則の改訂について説明（資料 3）／山崎選挙管理委員 

改訂箇所（赤字）：第 5条 役員 1.構成、7.監事・顧問・名誉理事、8.任期 

会則の改訂について、全会一致で承認された。 

９．役員選出規定について説明（資料 4）／議長 

役員選出規定について、全会一致で承認された。 

10．功績賞、論文賞、若手奨励賞発表および表彰 

【功績賞】 

第 15 回大会長 湯浅 龍彦 氏 

【論文賞】 

濱田 恭子 氏（新さっぽろ脳神経外科病院神経内科） 

「進行性核上性麻痺に対する 3系統神経伝達物質補充療法による運動 

および認知機能の改善」（2015；8（１）：56-65） 

・審査経緯説明 ／学会誌編集委員会 工藤委員長 

学会誌 Vol.7 No.2 と Vol.8 No.1 に掲載された論文から、論文賞小委員

会で選奨した結果を編集委員長から理事会に上申し決定された。 

【若手奨励賞】 

光戸 利奈 氏（医療法人辰川会山陽病院） 

「認知機能低下が目立たないアルツハイマー型認知症の検査 

―リバーミード行動記憶検査の有用性の検討―」 

・審査経緯説明 ／ 第 16 回大会長 新井理事 

本大会で顕著な発表をされた 35歳以下の若手発表者 11名を対象として、

本日若手奨励賞小委員会を開催、選奨した結果を理事長に上申した。 

11．第 17 回・18 回大会「日本神経精神医学会合同大会」について説明 

【第 17 回大会】 ／ 第 17 回大会長 小林理事 

大会長 小林 清市 

テーマ： 認知症の予防、早期発見・早期対応 

 ～そして医療と介護の調和を目指して～ 

日程： 2016 年 9 月 17 日（土）～18 日（日） 

会場： くまもと県民交流館パレア、鶴屋ホール、ホテル日航熊本 

【第 18 回大会】 ／ 第 18 回大会長 石垣理事 

大会長 石垣 泰則 

日程： 2017 年 10 月中旬予定 

会場： 東京都内 

12．その他 

工藤編集委員長より、 

・学会誌投稿論文について、学会誌 Vol.8.No.2 P223 の編集委員会の指針、「よ

くわかる認知症学校」連載について説明があった。 

・本学会誌論文のオンライン検索（医中誌、メディカルオンライン）が可能と

なったことの報告があった。 

以上 


